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2. II期官術

II期官術はI期官術を取り壊して、 真北を基準にして造られている。 方四町II期官術、 南方官術（西地区、 東地

区）、 寺院西方建物群、 寺院東方建物群などからなる。 またそれらの南に伽藍を有する郡山廃寺がある。

方四町II期官術は四町(428m)四方に直径30cm程のクリ材を立て並べ、 その外側に大溝を巡らせている。 材木列

の上部構造は不明であるが、 地中に2m近く埋設されている箇所があり、 地上の高さはそれ以上であったと考えら

れる。 この材木列の南辺中央には門(SB712)があり、 南西コ ー ナ ー と西辺上には櫓状の建物(SB51 · 134)が設けら

れている。 大溝(SD35)は材木列から9m離れており、 幅は3~5mで深さは約lm程である。 さらにこの外側約

50mの間では遺構が希薄となり、 広場状となっている。

この官術の中央やや南よりに中枢部（政庁）があり、 その北寄りに桁行8間（身舎6間）、 梁行5間（身舎3間）の東

西17.4m、 南北l0.8mの四面廂付建物(SB1250)があり、 正殿と考えられる。 この正殿の北側には建物に接して南北

13mの輻で、 東西10m以上となる小粒の河原石によるバラス敷きの石敷遺構(SX24)がある。 正殿の北廂の柱筋に

沿って、 やや大きめの河原石が並べられ建物と石敷きの境界が明瞭となっている。 正殿の南と東からは石敷遺構は

検出されていない。 広場として機能していたことを想定している。

この石敷遺構の北東には河原石（拳大～枕状大）を積み上げて造った方形の石組池(SX1235)がある。 内法で東西

3.7m、 南北3.5mのほぽ正方形で、 深さは60cmである。 当時の地表の標高を反映していると見られる石敷遺構の上

面からは、 深さが70cm程となる。 底面には拳大の扁平な河原石を敷き詰めていたが、 後世の撹乱で撤去されほと

んどが失われている。 底面や側壁の裏込めには粘士やシルト土が詰められている。

このような方形池は奈良県明日香地方の石神遺跡や飛鳥池遺跡で発見されている。 それらは河原石を積み重ね、

石の平坦な面を側壁として使用するような形状となっている。 しかし本遺跡の場合は、 池底面に接する箇所はやや

大きい河原石は長手に据えているが、 2段目以上は扁平で小形の河原石を小口平積みにしている。 この技法は河原

石積みによる横穴式石室を構築する際に用いられるもので、 本遺跡の南約3kmの安久東古墳群などで見られる。

この技法による古墳は仙台周辺では稀で、 関東平野の北西部に多く、 群集墳を形成している例が多い（註91)。 安久

東古墳群も7基の古墳が発見されているが、 本来はもっと基数が多かったと考えられている。 造営は7世紀の初め

から開始され、 8世紀前半には終息すると言う。 石室の形態からはは関東平野北西部からの移住集団の存在が考え

られている（註92)。 この安久東古墳群の南には関東系土師器を出士した清水遺跡があり、 古墳の被葬者との関連を

窺わせる。 同様の土師器も本遺跡から出上することからは、 このような集団がII期官術の造営に関っていたことを

考えさせる。

この石組池の北壁と西墜には給排水用と見られる石組溝跡(SD1236 · 1249)が接続している。 またこの周辺では

石組溝跡が他に2条(SD1217 · 1600)あり、 南ほど溝跡の底面標高が下がっている（註93)。

これらの石組池や石組溝跡の東には、 桁行7間、 梁行2間の床張りの南北棟の建物跡(SB1210)がある。 主柱穴

に密着するように束柱痕跡があり、 このような構造の建物は今のところ正殿の南にあるSB1555しか発見されてい

ない。 その稀少性とSB1210が池と対面する位置にあることを重視すれば、 石敷遺構（広場）、 石組池と一体になっ

て使用されていたことが想定される。

これらの遺構の南にはSB1635やSB1555を中心に「口」の字形に数棟の建物がある。 これらの建物を挟むように

南北棟による2列の建物列が東、 西に並んでいる(II-A期）。 SB1555が火災により消失した後には、 真北よりやや

西に偏した建物群(II- B期）が出現する（註94）。 なおII-B期の建物は正殿より北では検出されず、 正殿やSB1210

も抜き取り穴や建替えが認められていない。 正殿や石組池周辺の遺構は、 創建時に造られてから終末まで、 そのま

ま維持されていたようである。 これより北部では遺構が希薄となり、 南辺から三町離れて東西方向の一 本柱列

(SA386)により、 官術内部が南北に仕切られていたことが明らかになっている（第120図）。
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